別表第七号　番組データヘッダの構成及び送出手順
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注
1　番組データヘッダは、番組管理データのデータヘッダとする。
2　情報分離符号は、01／14とする。以下別表において同じ。
3　番組データヘッダのデータヘッダパラメタは、02／0とする。
4　データヘッダデータ長は、2進値によりデータヘッダデータのバイト数9を示す。以下別表において同じ。
5　マガジン番号は、2進化10進数1けたにより示すものとし、「0」は、総目次番組及び字幕番組を示す。以下別表において同じ。
6　番組番号1、番組番号2及び番組番号3の表示は、次による。以下別表において同じ。
(1)　番組番号は、2進化10進数3けたにより示し、番組番号1、番組番号2及び番組番号3は、それぞれ番組番号の百位、十位及び一位を表す。ただし、「000」は総目次番組を、「999」は字幕番組を示す。
(2)　番組番号の各位を16進数により示した場合の「A00」から「AFF」までは、試験信号として使用する(「F00」から「FFF」は送出信号として使用しない。)。
7　ページ総数は、番組を構成するページの数を2進値により1から100までの数値で示す。ただし、非一括形番組の場合は、「0」とすることができる。
8　機能レベルは、2進値により番組データの機能レベルを次により示す。以下別表において同じ。
テレビジョン文字多重放送に関する送信の標準方式において、必ず有することとしている機能(以下「基本機能」という。)の場合は「0」とし、テレビジョン文字多重放送に関する送信の標準方式において選択的に有することとしている機能(以下「追加機能」という。)を含む場合は「1」とする。ただし、この場合において、データグループ再送の機能は、基本機能として扱う。
9　番組形態は、番組の形態及び種別を次により示す。以下別表において同じ。
(1)　反復形番組(番組又はそれを構成するページを一定の周期で繰り返し送出する形態の番組をいう。)の場合はb1を「0」とし、非反復形番組(反復形番組以外の形態の番組をいう。)の場合はb1を「1」とする。
(2)　一括形番組の場合はb2を「1」とし、非一括形番組の場合はb2を「0」とする。
(3)　b3及びb4は、2進値により番組の種別を示し、独立形番組(補完形番組以外の形態の番組をいう。)の場合は「0」とし、字幕以外の補完番組(テレビジョン放送番組の内容に関連する情報をテレビジョン放送番組に応じて送出する形態の番組をいう。)の場合は「1」、字幕番組の場合は「3」とする。
10　番組提示デバイスは、番組を提示する装置を示す。
b1をディスプレーに、b2をプリンターに対応させ、b3からb8までを未定義とする。
b1又はb2が「1」の場合対応する装置で提示することを示し、「0」の場合は提示しないことを示す。
11　ページ進行は、ページ進行の方法を2進値によりb4からb1で示し、b5からb8は未定義とする。手動進行(番組のページ進行のタイミングが受信側の操作により定まる進行方法をいう。)の場合は「0」、自動進行(番組のページ進行のタイミングが自動的に定まる進行方法をいう。)の場合は「1」、応答進行(番組のページ進行のタイミング及び次のページが送信側の制御情報又は受信側の操作により定まる進行方法をいう。)の場合は「2」とする。
12　番組内容更新フラグは、b2により番組形態又は番組内容を更新したことを示し、その他のものについては未定義とし、更新した場合は符号が反転し、ページ更新フラグを初期化する。ただし、字幕番組の場合はこの限りではない。
13　番組データ長は、番組を構成するすべてのデータブロック数をDB18を上位バイト、DB19を下位バイトとして2進値により示す。
